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今月のトピックス（小児科 部長 岡松由記・小児外科 部長 竜田恭介） 

● 飯塚病院 小児科 部長 岡松由記 

いつもご高配賜り、無事年越しを迎えますことを心より感謝を申し上げます。 

感染症対策として始まった、Web 開催の勉強会・研究会・学会が定着しましたが、対面開催も再開してま

いりました。これが「With コロナ」でしょうか。 

2021 年度から、小児センター受診時の待合室での待機時間を短縮することを目標にして紹介受診に予約

制を導入してもうすぐ 2 年になります。当日の緊急紹介受診もクイックに対応できるよう努めております

が、皆様のお役に立てているでしょうか。 

当院への紹介患者の流れをもう一度共有いたします、お困り事などご意見をうかがえたらと思っていま

す。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022 年は清松光貴先生に第 1 女、園田知子先生に第 2 女、山下哲矢先生に第 1 女がお誕生されました。

健やかな成長をお祈り申し上げます。 

皆様の近況を伺う機会がまた戻る日を待ちつつ、来る年の皆様のご健勝とご多幸を心よりお祈り申し上げ

ます。 

 

● 飯塚病院 小児外科 部長 竜田恭介 

平素よりご高配を頂きありがとうございます。小児科の先生方とはお手紙による挨拶が主で、顔を合わ 

せてお話する機会がまだ少なく残念な限りです。今後も積極的に機会を作っていきたいと思います。 

小児外科は 4 月より 1 人体制となったため、生生方にはご不安をかけたかと思いますが、飯塚病院の小

児科、外科の先生のお力添えもあり、以前と変わらない医療の質を保てていると考えております。外科的

な疾患が疑われるような時は気軽にお声掛け頂ければと思います。 

これからも筑豊の小児外科として貢献していきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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飯塚病院 月間診療のまとめ  《2022 年 10 月》 

●入院患者数 87人 ●外来患者数 1,112人 ●救命救急センター受診者数 322人 

●新生児センター入院患者数 11人 ●分娩件数 26件 ●手術件数 6件 

●主要疾患数（退院患者数：74 人） 

痙攣及びてんかん 11 喘息 9 低出生体重児 8 

肺炎・気管支炎 6 急性胃腸炎 3 新生児呼吸障害・心血管障害 2 

急性上気道感染症 1 高ビリルビン血症及び黄疸 1 その他 33 

  

●10月紹介件数 

児科：97 件 小児外科：17 件 

① いいづかこども診療所 8 ① たなかのぶお小児科 3 

② 
ささきこどもクリニック 

6 
② 栗原小児科内科クリニック 2 

宮嶋医院 
 

いいづかこども診療所 

1 
④ 

松尾ファミリークリニック 
5 

飯塚市立病院 

雪竹医院 ③ 糸田町役場 子育て支援課 

⑥ こどもクリニックもりた 4  尾上小児科医院 

⑦ 有松病院            他 6 件 3  頴田病院           他 7 件 

 

小児科関連勉強会のご案内 

 

 

■ 第 343 回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  時：2023 年 1 月 18 日（木）18：30～19：40 

形  式：対面／Web（Zoom）ハイブリッド開催 

会  場：のがみプレジデントホテル 

特別講演 18:40 ～19:40 

「 見逃したくない脊髄性筋萎縮症 」  

久留米大学医学部 小児科学講座 講師 弓削康太郎先生  

*事前申込が必要です。詳細につきましては案内状をご確認ください。 

■第 344 回 筑豊小児科医会勉強会 

●日  程：2023 年 2 月 16 日（木） 
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研修医のご紹介

● 初期研修医 1 年目 笹本
ささもと

晃
ひかる

 

この度飯塚病院小児科でお世話になります初期研修医１年目の笹本 晃と申します。 

外来診療や病棟管理などを中心に勉強させていただく所存です。 

未熟ではありますがご家族を含めて患者様から親しみやすい診療を心がけてまいりま

す。何か気がかりなことがありましたら、ご指導いただければ幸いです。 

皆様何卒よろしくお願い申し上げます。 

● 初期研修医 1 年目目 田村
た む ら

知
ち

佳子
か こ

 

初期研修 1 年目の田村知佳子と申します。 

内科志望ではありますが、小児科でもしっかりと内科的管理について学びたいと考えてお

ります。また、他科以上に家族との関わりや退院後の生活状況が大切であると感じてお

り、幅広い視野を持って研修に励みたいと存じております。ご指導ご鞭撻のほど、よろし

くお願いいたします。 

 

AI-CAP 通信   

日本子ども虐待防止学会に参加しました 

2022年12月10日から2日間、日本子ども虐待防止学会第28回学術集会ふくおか大会が開かれました。虐待

防止に取り組む行政や医療・保健・福祉・心理・法曹・教育などの関係者が集まり、「こころをつなぐ」とい

う大会テーマのもと、活発な議論が交わされました。 

当院からも多くの関係者が参加し、実行委員やボランティアスタッフとしての関わり、3題の演題発表、多

職種相互の情報交流など、非常に有意義な2日間でした。 

大会長の小川厚教授（福岡大学筑紫病院）は「十分に表現できない子どもたちの側に立って、子どもの代弁

をすることが僕たちの仕事」と、アドボカシーの重要性を説いていました。 

子どもが発したSOSが誰にも受け取られることなく、虐待などの問題につながってしまうケースが後を絶

ちません。SOSに気づき、心の声を聴き、「その声を届ける仕組み」が必要です。   

      

 

小児虐待防止委員会 委員長 田中 祥一朗 

＜AI-CAP 事務局へのお問い合わせ＞ TEL：0948-88-8220（直通）FAX：0948-88-2806 
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Pediatrics note（小児科 診療部長 大矢崇志）

明けましておめでとうございます。新年早々ですが、トッケイヤモリ（トッケイ）をご存知ですか。東南ア

ジアに生息する、20～30cm もある大きめなボディに水色をベースにオレンジ色の水玉模様というファン

キーなスキンをまとったやつです。「トッケイ、トッケイ・・」と鳴くのがその名の由来です。私の父は農林

水産省の農業試験場で害虫の研究をする研究員でした。私が小学生の頃、インドネシアに数ヶ月間の出張をし

ました。出張から帰ってきた父は、インドネシアの事を色々と話してくれました。もうほとんど覚えていない

のですが、「じゃらん」は道で「じゃらんじゃらん」は散歩の意味だとか、インドネシア語は過去形がないか

ら簡単だとか・・、どうでもいいことしか覚えてないもんですね。 

昨年の秋に実家に帰った際、父がトッケイの話をしてくれました。トッケイはインドネシアでは“幸運を呼

ぶヤモリ“と呼ばれているそうです。トッケイが鳴き出すと向こうの人たちは鳴き声を聞きながら、「トッケ

イ、トッケイ、トッケイ・・」に合わせて「幸せ、不幸せ、幸せ・・」とつぶやきます。トッケイが「幸せ」

で鳴くのをやめたら、幸せだというのです。花びらを数えて「好き、嫌い・・」という昭和の遊びと同じです

が、暖かい夜に湿った風に吹かれ、月に照らされて明るくなった海を眺めながらヤモリの鳴き声を数えるとい

うのはなんとも可愛らしく、風流だなと思ったわけです。 

気づけば令和も５年目に入り、私は幾度目かの年男を終えました。月日はどんどん流れていきます。日々、

幸せになりたいと思いながら生活していますが、実感は湧きません。そんな時にトッケイを数えて「幸せ」

だったら、「あァ～幸せだなァ」と思えるようになれれば、それはそれで幸せだと思うのです。『ものごとは心

にもとづき、心を主とし、心によってつくり出される』とはブッダの言葉ですが、“物は考えよう”ということ

です。「不幸せ」だったら、トッケイがもう一回鳴くのを待てばいいんです。本年もどうぞよろしくおねがい

します。 

 

最新の情報は 飯塚病院ホームページよりご覧ください。 

また、小児科・小児外科の詳しいご紹介や診療実績は「診療科のご紹介」をご覧ください。 

外来担当表           小児科のご紹介         小児外科のご紹介 

 


